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櫛田川流域の概要・特徴

■流域の幅は狭く、細長い羽状の流域地
■上流部は渓谷が発達し、急峻な地形
■中流部は蛇行を繰り返し、局所的に矮小な段丘
的平坦地が見られる
■下流部は平野地帯で、扇状地及び三角州を形成

平均年間降水量
・山間部：2,500mm超
・平野部：1,700mm～
・全国平均：約1,700mm ■電気機械産業（電子部品）、農業（松阪肉牛、茶、

椎茸）、食品産業（海苔）等が主要産業
■松阪牛は全国的なブランドとして名高い

■流域の約90％が山地と農用地
■市街地は下流部に集中

櫛田川本川下流

【櫛田川流域の緒元】
流域面積 ：436.0km2

幹川流路延長 ：87.0km
流域内市町村 ：１市２町
(松阪市、多気町、明和町)
流域内人口 ：約17万人

沿川市町村の土地利用の推移（出典：三重統計年鑑）

3※全国平均の約1,700mm(昭和51年(1976)～平成17年(2005)｢日本の水資源｣より

（グラフ内単位：km2） ※櫛田川流域外の面積を含む

櫛田川本川中流

※出典：明和町勢要覧

田園風景（明和町） 松阪牛
※出典：飯南町勢要覧
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Sheet1

				国土交通省 コクドコウツウショウ																		気象庁 キショウチョウ

				川上 カワカミ		多気 タキ		長野 ナガノ		室の口 ムロクチ		宇気郷 ウキキキョウド		久居 ヒサイ		八太 ハチフト		津 ツ		垣内 カキウチ		白山 ハクサン		笠取山 カサトリヤマ		津 ツ

		S35		2026.2				1761.4		1708.7		2054.0

		S36		3882.9		2863.7		2026.1		2740.5		2770.0														1959.5

		S37		2705.9		1815.3		1789.3		2083.8		1806.9														1611.1

		S38		2103.6		1890.4		1609.3		1659.9		1573.5														1380.4

		S39		1659.2				1174.0		1233.7		1335.7		1101.2												1181.8

		S40		2625.7		2154.2		1833.6		2020.4		2075.6		1743.4				1709.2								1794.2

		S41		2795.7		2490.7		1828.8		2210.8		2365.7		2038.8				1941.0								1888.8

		S42		2126.9		1741.6		1710.7		1505.7		1698.3		1649.4		1689.2		1635.7								1646

		S43		3111.9		2514.1		2252.3		2286.1		2416.7		1747.4		1902.2		1698.4								1766.5

		S44		2123.6		1636.9		1839.9		1594.1		1462.6		1517.0		1543.0		1511.8		1235.3						1474

		S45		2522.6		1865.1		2285.5		2194.1		1947.2		1706.1		1878.0		1795.0		1974.3						1637

		S46		2701.0		2192.8		2138.3		2195.6		2009.8		2128.3		2114.6		2063.9		2034.8						1929

		S47		2811.7		2353.5		2280.4		2306.4		2259.5		2004.6		2087.4		2007.4		2257.7						1966.5

		S48		1945.9		1548.4		1629.2		1657.3		1537.3		1529.7		1474.5		1433.7		1559.0						1454

		S49		3231.7		2555.8		2568.0		2507.9		2562.0		2247.8		2302.6		2263.3		2446.2						2204.5

		S50		2786.9		2315.7		2176.0		2269.6		2284.2		1793.4		2018.7		1767.6		2102.5						1662.5

		S51		2872.7		2457.0		2314.8		2175.9		2520.7		2063.4		2204.7		1960.4		2206.3						1879.5

		S52		2153.6		1769.5		2032.5		1797.3		1855.4		1642.3		1708.3		1589.0		1805.6						1515

		S53		1655.4		1327.5		1163.6		1200.3		1343.2		1169.3		1261.5		1063.4		1251.1						1054

		S54		2483.4		2314.3		1969.9		2349.2		2397.9		1830.2		2134.1		1653.8		1812.2						1629.5

		S55		2489.3		2185.0		2154.3		2183.9		2228.2		1929.0		2188.9		1917.2		2059.8						1870

		S56		2178.5		1667.0		1690.2		1538.0		1623.5		1309.9		1424.3		1368.4		1486.7						1254

		S57		3177.4		2930.5		2451.1		2603.1		2995.3		2042.4		2224.5		2175.8		2348.0		2209		1779.0		2089

		S58		2231.0		2086.5		2227.0		1880.8		1932.3		1707.4		1626.8		1693.1		1782.1		1575		1591.0		1625

		S59		2048.1		1592.9		1775.6		1522.1		1529.6		1422.7		1429.7		1230.9		1414.7		1250		1557.0		1182

		S60		2479.2		2194.2		2109.8		2009.5		2183.8		1773.1		1884.0		1843.3		1872.2		1576		1260.0		1688

		S61		1848.3		1685.1		2007.2		1648.9		1649.1		1615.7		1729.1		1572.6		1669.9		1444		1433.0		1451.5

		S62		1591.7		1533.4		1450.7		1339.1		1457.8		1335.8		1270.5		1296.9		1322.2		1112		1213.0		1008

		S63		2483.1		2086.6		2411.4		2183.2		2287.5		2164.6		2048.3		2050.9		2100.6		1796		2045.0		1894

		H1		3026.3		2813.4		2539.6		2512.1		2578.8		2075.0		2300.7		2234.7		2420.0		2136		2250.0		2052.5

		H2		3278.1		2877.1		2634.8		2800.2		2776.3		2201.0		2446.9		2014.3		2477.4		2196		2270.0		1838

		H3		2634.3		2412.6		2566.1		2421.0		2450.1		2206.0		2335.7		2224.3		2361.4		2079		2468.0		2079.5

		H4		2849.0		2182.3		2029.3		1978.1		1958.4		1567.7		1688.0		1662.0		1820.6		1490		2289.0		1487.5

		H5		2964.6		2592.8		2719.8		2335.2		2416.3		1973.3		2100.3		2069.3		2285.6		1955		2758.0		1895.5

		H6		2318.7		1969.8		1551.1		1512.0		1644.2		1133.0		1296.0		1125.8		1337.6		1254		1698.0		1047

		H7		2176.3		1990.5		2065.9		1724.8		1906.6		1675.8		1835.4		1754.0		1786.1		1556		2063.0		1666

		H8		1388.0		1270.0		1535.0		1355.0		1297.0		1018.0		1109.0		1259.0		1244.0		1294		1744.0		1266.5

		H9		2225.0		2042.0		1854.0		1608.0		1976.0		1131.0		1314.0		1335.0		1473.0		1550		2205.0		1361.5

		H10		2829.0		2561.0		2534.0		2526.0		2827.0				2503.0				2100.0		2317		2904.0		2193

		H11		1986.9				1527.0		1725.0		1805.0								1565.0		1667		2043.0		1609.5

		H12		2048.0				1735.0		1603.0		1869.0				1523.0				1555.0		1460		1822.0		1600

		H13		2258.0				1795.0		1023.0		2022.0				1491.0				1630.0		1568		2021.0		1582.5

		至近20ヶ年
平均 シキンネンヘイキン		2392.1		2165.9		2076.0		1915.5		2078.1		1690.2		1797.7		1721.4		1828.3		1674.2		1970.7		1630.8





Sheet2

		年 ネン		国土交通省 コクドコウツウショウ																気象庁 キショウチョウ

				川上 カワカミ		多気 タキ		長野 ナガノ		室の口 ムロクチ		宇気郷 ウキキキョウド		久居 ヒサイ		八太 ハチフト		垣内 カキウチ		白山 ハクサン		笠取山 カサトリヤマ		津 ツ

		S57		3177.4		2930.5		2451.1		2603.1		2995.3		2042.4		2224.5		2348.0		2209.0		1779.0		2089.0		2440.8

		S58		2231.0		2086.5		2227.0		1880.8		1932.3		1707.4		1626.8		1782.1		1575.0		1591.0		1625.0		1842.3

		S59		2048.1		1592.9		1775.6		1522.1		1529.6		1422.7		1429.7		1414.7		1250.0		1557.0		1182.0		1520.4

		S60		2479.2		2194.2		2109.8		2009.5		2183.8		1773.1		1884.0		1872.2		1576.0		1260.0		1688.0		1911.8

		S61		1848.3		1685.1		2007.2		1648.9		1649.1		1615.7		1729.1		1669.9		1444.0		1433.0		1451.5		1652.9

		S62		1591.7		1533.4		1450.7		1339.1		1457.8		1335.8		1270.5		1322.2		1112.0		1213.0		1008.0		1330.4

		S63		2483.1		2086.6		2411.4		2183.2		2287.5		2164.6		2048.3		2100.6		1796.0		2045.0		1894.0		2136.4

		H1		3026.3		2813.4		2539.6		2512.1		2578.8		2075.0		2300.7		2420.0		2136.0		2250.0		2052.5		2427.7

		H2		3278.1		2877.1		2634.8		2800.2		2776.3		2201.0		2446.9		2477.4		2196.0		2270.0		1838.0		2526.9

		H3		2634.3		2412.6		2566.1		2421.0		2450.1		2206.0		2335.7		2361.4		2079.0		2468.0		2079.5		2364.9

		H4		2849.0		2182.3		2029.3		1978.1		1958.4		1567.7		1688.0		1820.6		1490.0		2289.0		1487.5		1940.0

		H5		2964.6		2592.8		2719.8		2335.2		2416.3		1973.3		2100.3		2285.6		1955.0		2758.0		1895.5		2363.3

		H6		2318.7		1969.8		1551.1		1512.0		1644.2		1133.0		1296.0		1337.6		1254.0		1698.0		1047.0		1523.8

		H7		2176.3		1990.5		2065.9		1724.8		1906.6		1675.8		1835.4		1786.1		1556.0		2063.0		1666.0		1858.8

		H8		1388.0		1270.0		1535.0		1355.0		1297.0		1018.0		1109.0		1244.0		1294.0		1744.0		1266.5		1320.0

		H9		2225.0		2042.0		1854.0		1608.0		1976.0		1131.0		欠測 ケツソク		1473.0		1550.0		2205.0		1361.5		1742.6

		H10		2829.0		2561.0		2534.0		2526.0		2827.0		－		2503.0		2100.0		2317.0		2904.0		2193.0		2529.4

		H11		1986.9		－		1527.0		1725.0		1805.0		－		欠測 ケツソク		1565.0		1667.0		2043.0		1609.5		1741.1

		H12		2048.0		－		1735.0		1603.0		1869.0		－		1523.0		1555.0		1460.0		1819.0		1600.0		1690.2

		H13		2258.0		－		1795.0		1023.0		2022.0		－		1491.0		1630.0		1568.0		2021.0		1582.5		1710.1

		H14		1954.0				1783.0		1668.0		1847.0				欠測 ケツソク		1710.0		1613.0		1694.0		1251.0		1690.0

		H15		2132.0				2638.0		2057.0		2224.0				1803.0		2116.0		2001.0		2299.0		1761.0		2114.6

		平均 ヘイキン		2325.9		2165.9		2063.1		1877.6		2035.3		1690.2		1811.4		1836.0		1665.7		2001.7		1595.7
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櫛田川流域での洪水被害

■過去の災害としては、昭和34年9月の伊勢湾台風等、台風に起因する洪水が多く、また近年において

も大きな出水が度々発生しています。

主要洪水一覧

4出典：三重河川国道事務所

発生年月日 原 因
基準地点
(両郡橋)

流量（m3/s）
被害状況

昭和34年9月 伊勢湾台風
(台風15号)

約4,800
（推定流量）

死者・行方不明者16人、負傷者
248人、被災家屋3,814戸

昭和49年7月 台風8号 約2,000 田畑の冠水や道路損壊、山崩
れ、家屋被害が発生

昭和57年8月 台風10号 約3,400 直轄管理区間の被害は、浸水面
積４ha、被災家屋13戸

平成2年9月 台風19号 約3,400 直轄管理区間の被害は、浸水面
積0.6ha、被災家屋１戸

平成6年9月 台風26号 約3,800 直轄管理区間の被害は、浸水面
積0.15ha、被災家屋２戸

平成9年7月 台風9号 約2,700 田畑の冠水や道路・橋梁の損壊
の被害が発生

平成16年9月 秋雨前線
台風21号

約3,700 直轄管理区間の被害は、被災家
屋２戸

（S34.9伊勢湾台風：松阪市松名瀬町）
ま つ な せ

（Ｈ6.9洪水：3.4K付近の痕跡水位） 
 

洪水の痕跡水位 

 

 

（H16.9洪水：太平橋付近の出水状況）
たいへいばし



櫛田川河川整備計画の整備メニュー
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概ね30年間の主な整備位置図

高潮堤防整備(右岸裏)

高潮堤防整備(右岸表)

高潮堤防整備(右岸裏)

高潮堤防整備(左岸表)

高潮堤防整備(左岸裏)

耐震対策(左岸裏)

耐震対策(左岸裏)

耐震対策(左岸表)

耐震対策(右岸裏)

堤防整備(右岸)

堤防整備(右岸)

堤防整備(右岸)

堤防整備(右岸)

堤防整備(右岸)

堤防整備(左岸)

低水護岸(左岸)

低水護岸(左岸)

高水護岸(左岸)

河道掘削（樹林伐採）橋梁改築(太平橋）

基準地点

流量配分図

■河川整備計画において、櫛田川は平成6年（1994）9

月洪水と同規模の洪水※1が発生した場合において、佐

奈川は昭和54年（1979）10月洪水と同規模の洪水※2が

発生した場合においても、洪水に対し破堤等による甚

大な被害を防止することを目標として河川整備を実施。

※1)流量観測が開始された昭和38年以降最大

※2)流量観測が開始された昭和45年以降最大



櫛田川河川整備計画の整備効果

事業実施前 事業実施後

事業実施前の氾濫想定図（河川整備計画目標洪水） 事業実施後の氾濫想定図（河川整備計画目標洪水）

■河川整備計画の目標とする規模の洪水が発生し、櫛田川が氾濫した場合に想定される被害は、浸

水面積 約 2,700ha、浸水人口 約 7,000人、浸水世帯数 約 2,500世帯 であり、整備を実施することで氾

濫被害が解消される。

6



は三重県、 は櫛田川流域

気候変動を踏まえ想定される櫛田川流域での洪水被害

■国交省レーダ雨量
（R1/10/10 0時～10/13 24時））

7

台風第19号が、10日の予測進路の
最も西側を通過していたら・・・

■台風第19号は東日本から東北地方を中心に広い範囲で多いところでは1000mmを超える大雨となり、
多くの河川で同時多発的に堤防決壊するなど、甚大な被害が発生。
■10月10日16:00時点での台風進路予測の最も西側の進路となれば、三重県の志摩半島付近を通過。
■台風第19号が西側の進路を通過したら、櫛田川流域で流域平均累加雨量624mmとなった可能性。

■10月10時16時 気象庁（津気象台）
台風第19号進路予測図（台風説明会時）

西多摩郡

湯ヶ島

箱根
秩父市

約200km西側の
三重県志摩半島付近を通過

②約一日中雨が降り続き、
流域平均累加雨量は、
624mmとなり、
多いところでは1,000mmを
超える雨と推定される

①台風第19号の大雨が
三重県で降った場合



気候変動を踏まえ想定される櫛田川流域での洪水被害
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■櫛田川における推定の流域平均累加雨量624mmは、計画降雨時間（12時間）で評価すると476mm
となり、これは河川整備基本方針（L1)の390mmを超える出水となる。
■河川整備基本方針（L1)規模では、いたるところで計画高水位を越え、堤防決壊の危険性がある。

松阪市

3.4k

降雨量の比較

計画降雨時間（12時間）

台風19号（想定）
三重県に接近した場合

476mm

河川整備基本方針
（L１）規模

390mm

想定最大
（L2)規模

569mm

中勢沿岸流域
松阪浄化センター

特別養護老人ホーム

国道23号

介護老人保健施設

左岸3.4k決壊した場合（L1規模）

4.0k

国道23号

被害諸量（左岸3.4k破堤＋溢水）

浸水面積 約1,000ha

被害人口 約2,400人

被害額 約390億円

浸水家屋数
（床上、床下）

床上約500戸
床下約250戸

避難が必要な水深となる
社会福祉施設

2

右岸4.0k決壊した場合（L1規模）

被害諸量（右岸4.0k破堤＋溢水）

浸水面積 約1,300ha

被害人口 約3,100人

被害額 約240億円

浸水家屋数
（床上、床下）

床上約600戸
床下約400戸

避難が必要な水深となる
社会福祉施設

1



堤防整備

櫛田川水系流域治水対策プロジェクト【素案】
～三重の基幹農業地域を守る防災･減災対策～

○令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な発生したことを踏まえ、櫛田川水系においても、事前防災対策を進める必要があること
から、以下の取り組みを実施していくことで、観測史上最大となった平成6年9月洪水を下流部において安全に流し、それを上回る戦後最大の昭和34年9
月洪水（伊勢湾台風）と同規模の洪水に対して、下流部において堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図る。

松阪市

明和町

多気町

位置図

蓮ダム

佐奈川

櫛田川

◆
両郡基準点

凡例

実績浸水範囲

（戦後最大の昭和34年9月洪

水）

大臣管理区間
松阪市松名瀬町

昭和34年9月洪水
被災家屋3,814戸（櫛田川水系）

河道掘削・橋梁改築
大平橋

■河川における対策
国の対策内容 河道掘削、橋梁改築、堤防整備 等
※今後、関係機関と連携し、県管理区間の河川改修を追加予定

■ソフト対策のイメージ

・水位計・監視カメラの設置

・マイ・タイムラインの作成 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策のイメージ
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・既存ダムの洪水調節機能の強化
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

9



櫛田川流域治水対策プロジェクト（河川に関する対策）

河川に関する対策
国の実施内容：河道掘削、橋梁改築、堤防整備 等
＋【県、市における流域（河川区域・集水域・氾濫域）に関する河川整備が該当する場合に追記】

■ 河川に関する対策については、国及び三重県の河川整備計画に基づき進めている河川整備、各

自治体等で実施する河川整備について、対策として位置づけることとする。

櫛田川水系河川整備計画（国管理区間）事業進捗状況 （参考）二級河川の河川整備

二級河川金剛川水系河川整備計画では、金剛川水
系（金剛川、愛宕川、勢々川、名古須川、真盛川、
山下川）の県管理区間を整備対象河川としている。

二級河川笹笛川水系河川整備計画では、
笹笛川水系の県管理区間を整備対象河川
としている。

10

未実施

事業進捗中

事業実施済

地区名

河道掘削・樹木伐採

橋梁改築

堤防整備

低水護岸整備

高水護岸整備

高潮堤防整備

耐震対策

天端保護

法尻補強

左岸下流地区

河道掘削・樹木伐採

橋梁改築

堤防整備

高潮堤防整備

耐震対策

天端保護

法尻補強

右岸下流地区

天端保護

右岸上流地区

天端保護

法尻補強

左岸上流地区

天端保護

支川佐奈川地区



櫛田川流域治水対策プロジェクト（流域に関する対策）

国土強靱化地域計画に位置付けのある対策

■雨水排水（下水道）
下水道（雨水排水）施設等の整備及び耐水化等

■流出抑制
ため池等の確保・保全、水田貯留の確保・維持

■土地利用や住まい方
企業における業務継続計画(BCP）の策定等の促進

【今後検討していく必要がある対策】
流域の特性を踏まえ、氾濫域の被害最小化、早期復旧・復興
・民間事業者や住民による流出抑制対策の支援
・災害危険区域の指定や土地利用規制・誘導
・既存の盛土構造物等の保全・整備による浸水拡大抑制
・立地適正化計画の作成・見直し など

 流域に関する対策については、「雨水排水（下水道）」「流出抑制」「土地利用や住まい方」「浸水拡

大抑制」「洪水調節施設」の５つテーマを基に、流域の特性・河川に関する対策との連携も踏まえ、

国土強靱化地域計画等において既に取り組んでいる対策、当面５～１０年で取り組む対策、流域全

体で取り組むことができる対策について検討し、位置づけることとする。

【流域に関する対策の方向性（案）】
□既存ダム（蓮ダム）の洪水調節機能の強化
□雨水貯留施設、下水道（雨水排水）施設・排水機場の整備、施設の耐水化等の促進
□流域の自然地、ため池、農地等を活用した流出抑制・貯留機能の保全
＋今後検討していく必要がある対策

既存ダムの洪水調節機能強化

■近年の水害の激甚化を踏まえ、緊急時において既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できるよ
う、鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川水系では、既存ダムの関係機関と河川管理者が連携して、既存ダムの洪水
調節機能を強化するため、令和2年5月29日に「治水協定」を締結しました。

■洪水時には、三重河川国道事務所管内の四川の６ダムで事前放流により最大で約1,700万m3の洪水調節可
能容量が一時的に利水容量から確保され、現在より洪水調節機能が約30％強化されることとなります。

■今後、大きな台風などでは、洪水調節機能を強化するため、ダムからの放流操作を最も早い場合で、台風来
襲などが想定される３日前から始めることとなりますので、防災情報には注意をしてください。

加佐登調整池(水資源機構)

宮川ダム(三重県)

蓮ダム(中部地整)

君ヶ野ダム（三重県）

三瀬谷ダム（中部電力)

不動谷ダム(中部電力)

三重四水系（鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川）の既存ダム位置図

利水容量

現状

予測される

流入総量

事前放流により

容量を確保

利水容量

治水協定後
（事前放流）

ダム上流域の予測降雨量が基準値を超過した場合

11



櫛田川流域治水対策プロジェクト（避難・水防等に関する対策）

 避難・水防等に関する対策については、大規模氾濫減災協議会の重点項目をベースとして、近年の

水災での課題等を踏まえ、R3年度以降に流域全体で取り組む必要のあるものを検討し、対策として

位置づけることとする。

12

＜大規模氾濫減災協議会における重点項目＞

□想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図を基にした洪水ハザードマップの策定･周知
→ 洪水予報・水位周知河川は作成済み、中小河川の洪水浸水想定区域図の作成・公表は順次実施中。

□小中学校における水災害教育の実施
→ R2年度施行の学習指導要綱に対応した水災害教育の本格実施の初年度であり、今後も引き続き取り組むことが必要。

□要配慮者利用施設における避難計画の策定及び訓練の促進
→ 要配慮者施設の避難計画はR2年度に目標に実施中、避難訓練は、避難時間も想定した実行性のある取り組みが必要。

＜大規模減災協議会における報告項目（避難・水防等に関する対策）＞

□水害からの高齢者避難行動の理解促進
→ R1年度取り組み実施、水害時の被災者の多くが高齢者であることを踏まえ、早期避難行動に資する取り組み強化が必要。

□危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置
→ 自分自身で避難の必要性を感じることができる身近な場所の防災情報、避難行動のきっかけ（避難スイッチ）として有効。

【避難・水防等に関する対策の方向性（案）】
□水害リスク情報の空白域の解消（洪水・内水・高潮・ため池ハザードマップなどの策定・周知）
□持続的な水災害教育の実施と伝承 （水災害を想定した防災訓練の実施）
□実行性のある要配慮者施設における避難訓練の実施
□高齢者の避難行動への理解促進（マイタイムラインなどの個人防災計画の作成）
□流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供（水位計・監視カメラの設置拡充）



松阪市松名瀬町

堤防整備
両郡基準点

◆

河道掘削
橋梁改築

大平橋

櫛田川水系流域治水対策プロジェクト【中間とりまとめ案】
～三重の基幹農業地域を守る防災･減災対策～

位置図

蓮ダム

昭和34年9月洪水
被災家屋3,814戸（櫛田川水系）

○令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な発生したことを踏まえ、櫛田川水系においても、事前防災対策を進める必要があることか
ら、以下の取り組みを実施していくことで、観測史上最大となった平成6年9月洪水を下流部において安全に流し、それを上回る戦後最大の昭和34年9月
洪水（伊勢湾台風）と同規模の洪水に対して、下流部において堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図る。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 13

凡例

流域界

浸水想定区域図

（想定最大規模）

実績浸水範囲

（戦後最大の昭和34年9月洪水）

大臣管理区間

大臣管理区間の対策

三重県管理区間の対策

■河川に関する対策
櫛田川（国管理）：河道掘削、堤防整備、橋梁改築 等
※今後、関係機関と連携・検討し、流域に関する河川の対策を追加

■避難・水防等に関する対策

□水害リスク情報の空白域の解消
（洪水・内水・高潮・ため池ハザードマップなどの策定・周知）

□持続的な水災害教育の実施と伝承
（水災害を想定した防災訓練の実施）

□実行性のある要配慮者施設における避難訓練の実施

□高齢者の避難行動への理解促進
（マイタイムラインなどの個人防災計画の作成）

□流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供
（水位計・監視カメラの設置）

※今後、関係機関と連携・検討し、対策を追加

■流域に関する対策
□既存ダム(蓮ダム）の洪水調節機能の強化
□雨水貯留施設、下水道（雨水排水）施設・排水機場の整備、施設の耐水化等の促進
□流域の自然地、ため池、農地等を活用した流出抑制・貯留機能の保全

※今後、関係機関と連携・検討し、対策を追加

昭和34年9月洪水
被災家屋3,814戸（櫛田川水系）

洪水調節機能の強化

堤防整備
両郡基準点

◆

河道掘削
橋梁改築

大平橋



【参考：拡大図】櫛田川水系流域治水対策プロジェクト

位置図

蓮ダム

凡例

流域界

浸水想定区域図

（想定最大規模）

実績浸水範囲

（戦後最大の昭和34年9月洪水）

大臣管理区間

大臣管理区間の対策

三重県管理区間の対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 14

堤防整備

両郡基準点
◆

河道掘削
橋梁改築

大平橋



【今後の検討事項(中間とりまとめ以降）】

■流域に関する対策

「雨水排水（下水道）」「流出抑制」「土地利用や住まい方」「浸水拡大抑制」「洪水調節施
設」の５つ柱を基に、流域の特性、河川に関する対策との連携も踏まえ、国土強靱化地
域計画等において既に取り組んでいる対策、当面５～１０年で取り組む対策、流域全体
で取り組むことができる対策

■避難・水防等に関する対策

避難・水防等に関する対策については、大規模氾濫減災協議会の重点項目を柱として、
近年の水災での課題等を踏まえ、R3年度以降に流域全体で取り組む必要のある対策

■各構成機関が抽出した対策について、幹事会(作業部会）で検討を行い、各構成機関
が主体的又は連携して実施する具体的な対策について抽出し、流域治水対策プロジェ
クトに反映

【大規模氾濫減災協議会との連携】

■流域治水対策プロジェクトの公表(令和3年3月予定）にあたり、大規模氾濫減災協議会

と連携を図り、取り組み方針・内容について整合を図る

流域治水対策プロジェクトの今後の検討事項

15



流域治水対策プロジェクトのとりまとめイメージ【勢田川浸水対策実行計画】

■平成29年10月(台風第21号)洪水では、観測史上最大となる累積雨量584mmを観測し、台風による

高潮・大雨のピークがほぼ同時となった影響に、雨水排水不良による浸水に加えて、勢田川・桧尻川・汁
谷川の河川からの氾濫も生じ、広範囲で浸水被害が発生。

■ハード対策により被害を完全に防ぐことは困難であるが、できる限り被害を最小化するための対策を
伊勢市・三重県・国の三者が連携して、短期・中長期の計画に基づく対策の実施、ソフト対策として地域
住民が参加する防災訓練等の防災啓発活動や防災教育により、住民の防災意識の向上を図る取り組
みを推進。

16



・櫛田川流域治水協議会設立

・櫛田川流域治水プロジェクト【素案】提示

・中間とりまとめの方向性

櫛田川流域治水協議会準備会
（幹事会）

8/6

第１回 櫛田川流域治水協議会8/19

櫛田川水系（直轄区間）
・櫛田川流域治水協議会設立（案事前了解）

・櫛田川流域治水プロジェクト【素案】共有

○検討方針・今後の進め方確認

○作業部会など個別検討会の説明

・中間とりまとめ

櫛田川流域治水プロジェクト【案】

河川における対策を中心としたとりまとめ

第２回 櫛田川流域治水協議会２～３月
・櫛田川流域治水対策プロジェクト策定

河川に関する対策、流域に関する対策、避難・
水防等に関する対策

櫛田川流域治水対策プロジェクト公表３月

第３回～ 櫛田川流域治水協議会５月頃

・櫛田川流域治水対策プロジェクトに基づく、対策
の実施状況フォローアップ

・２級水系においても同様の取組を展開

幹事会（作業部会）

櫛田川流域治水プロジェクト
（中間とりまとめ）８～９月

流域治水対策プロジェクトのスケジュール

Ｒ２年度

Ｒ3年度以降

※流域治水協議会は大規模氾濫減災協議会との同時開催を基本とする。 17
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